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i
品
目

ま
で
に
悶
セ
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催
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・
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・
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∞
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収
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醐
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司
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草
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・岡
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②
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②
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ES
-
-品
:l

a
z団

亘
書

-Eδ
尚
ノ

i

Z

e

i

t

-

-
主
1
ツ
震
を
思
し
ま
す

ハ中

g
i
v
e
-口

ω牛
後
1旬44働時
・護婦
時同時間制

j

i

t

t
-

ズ
会

E
L
-
-・2
7
3

衝
動
は
閣
で
t
t
・
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T
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や
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;
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に
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市役所は休みです6月9日、
制柑叫出ンター (咽幡)

驚く わしく"ご利用の縄民に問い合わぜてく

(!，きい.

パ 万一禽気に怒コたら

く..開閉〉

.内拘小児科・午後 1・・-，崎

夜 剛 午 後'"ト由時

前 四待

..椅・午前"・~午後‘時

6凡9酬は庫太子舵世副総酔批

判刊われるため、法得の定めによ勿休日と

名手間.組 問 問 の 寒 川 みと

江旬，す.

ただし、次の.積、"""休みまぜん.

〈禽婦関連憲梅〉

酔山、ζみの咽

一般自己.入ごみの受ゆ入れ

くE・偏重関連施険〉

休日夜風ea..，再

係自歯科応aB.~
伝傘衡棟火..

4 化酎関連箪般〉

市民文化ホール

.真実街e

.j\':~:'-ター

く...!It.関連箪掻〉

制マーヨ..ントンー同ント

"以ω1"
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健康のコーナー
ん 量 惨

機 悼の遍醐診です

叫 …叫t<!>̂ (111'1:10<) 
山 ..叫岬凡 ro.臥 とと

師時岨牌寝附 蜘入院傾斜

(剛 L>!.-'>・41.剛唱を〉 刊し制一司E
Z誌 で同町でに 市 閉 山 出 保

健セ y ターへ 砂受付嶋闘 停嗣@崎学~

晴".，

"ー

子 書 が ん 機 2参

同酬で受."'8'す
叫 ー叫土@措 ，.…

叫..印刷叫検問

の入札棚 wa山 信欄住

民間側笹山も〈申し込崎岬し

1M，) . '"し帥 闘で術後iUi，<lJl

"ヒ"傑..ニ，， -~、

現 が ん 機 .. 
四酬で闘でH れ
.i:i.....:J.l・U上の女性 砂費惨駒

~山一一住民同
観世得"'眠制 f剛L込ゐ町民間蜘L出量〉

'砂川み…闘で岬旧事吋

・・.ンターへ.

'"''ん自己犠修室蘭膏会

l¥."'A.ll 叫 帥でも自分で見帥刷

れた付師団珍訟で早嗣見がでH

すマスターC Hん九

・・惜 帽帥.後 ."き…刊"

附問'H酔 比 一

...ンター ・・し込み ‘盆で剛v
，ーへ.

Jl! 人 健 康 相 '貨
‘家人制11t札闘i骨ての悩判

どのある入"気墜に伺長Lてく"'ぃ.

事担4婚に"匝蹴司P蝉桁うは胤.員K・・字暖..  調IIL'す

山 一同時間後1時 5略

H 己各 市酬同. ンド 同 銀…

... 以ょの人H のH ・唱 し師 一電

車で同・け一、

151 'lI..W.制

生皇旦里里旦里
むし・や歯糟.編 入れ歯忽とa也ロに劇

" 岨 ご ，のある人"摘E醐口〈

だ~ ". 

'・1:....61117El岬創刊ト日

.，こる一明加ニ.，一 山

4lla>J.to::人企叫厳 同 し副 ‘

置で同"''''-''-0

.. 貧

岨めた削闘甘.

州 .....予定日制ロ"で肺lとして

‘園駅S柑ほ劇人 ，.し肋

往復S叫に師日告す&世計

出盛時日 『醐阻柑Jと・いて

6月ro凶までに市俊月時傑..ンタ一、多

‘1・O'HiJl.

廊しん(隠しか)の予防温調

聞悔しん'"しか〉ヲタ，ンの予防策・.

.刷方式で11"" 1".1昏厘は徹斜です.

〈闘 岬〉①平副制月1ト'"
31 H!tIれ叫〈屋国叫けず)⑧

叩 刷 用ro凶以前唯志向岬

ζ醐酎削..】

"'札特でに瓜Lん の 予 帥 酎

.げた予 a侮Lんに帥弔問、師当日

に..・.・aえる子1:.'"られ..ん.

【""，刊チシ岬岬止と制奮した

ので・悔しん鋭敏ワタeシのさを睡と忽勿a

" 〈微細抑揚> ill6iiUで〈伺岨.院と

各区酬 関川節目惜， ..た..刊

OI).I:lI!1岬山で〈ださい.， 

〈酬釜山凶〉叫には叩

を送旬ますので ー・知・を飾噌て廠η録い

閥醐にtH 岨叫予約L酎.を

もらー，てくだs、、

予約悶叫、 副 司k 岡崎〈四阿

を犯人 C..岨帽Lたもの) 軒・

Il"f4Ht司刊もの醐畑叫〈

わかる人M同行して〈だきも、.

温知.""，いと*，，，，.n，，帖町、s
""日明叫入'3'，11.皿の¥i#-'，ぃ

人U 閉山惜して〈憎い.

〈要"切れ宿区い子〉 嵐しんにかかq に子、

.叫廊Lん刷..予防帽崎町

子 砂批判吋、."、柑刊号、

わ捕手足岬帥叫如、 H

'縄問引a眠時闘 しん、 M

""'週間町、，rH'乎 '酬(時

以上〉 掌た".い..，陸開聞の"子

・・岨由嗣陪剛田野臨息E

帥州、る子吋醐息時間もM

M峨酬"t.: 1地酬にある .， 時 ・し

よ今ける閥蜘耐によ仰山本一

岨"tl> '" '" tu'"， l> '-<:が明らか伝子

..年以内同いれん w・吋)~tl ，

Lt.:1"- ~ 3 刊以内Mンマ向プ リ ン

岨酬の酬を受"t.:'1' 11>'"唱

曲が刊帥Tl>，-~師副岨枇

子..唱の予問視艇の醐仰g量のよ

うに 制 て 〈 町 川

三事同:明:

に出信L 三軍廃闘漫酎合畑@叫爺l

8措週醐周酢@剛H 肘 3枇 臥 司ポ~'J T 【生町ヲ
タ山，打刊yけ， .咽叩廠醐蜘即周附耐，.. 叫 相M岬聞醐 廟山

て2 圃 " 可す伊

。こ岬開81:，!t'1ヒヮ円沌酬

は刊でいl阻ごろに臨.州る

肺 ， りEけ 酬 何 た り 気 に帥る

こ と が 帥 ぱ 醐 岨問問醐哨

按し指示e受げて"きい問い合わ@ば

市岡帖袋、

4 カ月児・康 S参董

'N'際 金a・"の月@子 ，内宮...j骨体

時間附醐畑帆貧生

活の各輔i仲間胸聞噌輔の交

付 除問看梅!l!l!.iJi嶋本四 時

6 1 7 1) I~句"買~ 1. 2.3 . 5 火・B

叩時哨に然、西山・"'''1←

〈 師団こ了日 時 59!1)岬 月

第 1• 2 • 3 ・月・目鴨川~川に

酎 偽臼西同地区開宥.ん臨予

約が岨

311リー・・..董
，剣.五.. 元'l' 9JI I Elから五f~2 専

81131日間同 3・61111時に日

知 L'1" I・ι ろ 一軸傑酎〈酔辻

町川 … 山間叫

酬肺附輔酎保健脚 附

叶 わ管制保断(同 6171)"-0

r 



多
遣
や
・
温
に

m置
さ
れ
た

a

z
E
・
ロ
タ
脅
省
、
と
り
わ
旬
目

E
E阻

ま
に
と
っ
て

大
変
亀
険
芯
も
の
で
す
・

叉

Eた
め
に

i
=

鮭
附
歯
車
が
通
行
で
き
怠
い
省
箆
が

あ
り

大
き
忽
社
会
周
圏
に
怠

っ
て
い
az

，.

み
ん
忽
が
謙
議
す
る
自
躯
盲
厚
や

パ
イ
ク
の

m
望
号
し
て

安
全
で
拶
府
や
す
い
き
れ
い

主
ち
を
つ
く
り
按
し
よ
う
・

蟻匡
等
止

車
策

伝
司

自
磁

:
i
j
!
 :l
i
l
w
 

編集後記
ζ のペー Z組場への泊中単イスにすb噌て，らまし".するといろん包ものがじ..に右 q で 少し

してみると大切巴ことが見えて..すね・"
そ今です.新副刷衝で，~< 'J今でL"t'"・した でも みおきゐに殖しゐでいた"-，;る

ザークル鮒介も元丸乞う御期待.側
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